































例えば、モル濃度 1.0 mol/L という物理量は、数値 1.0 と単位 mol/L との積である。した
がって、同じ１つの物理量でも、単位を変えると数値も変化する。
　（例）1 atom = 101325 Pa
物理量どうしを計算するときには、数値の計算と同時に、単位の計算も行う。
































例題２ (2) アンモニア 4.25 gの体積は標準状態で何 Lか。　　　　（同、p. 109）




標準状態での気体のモル体積は 22.4 L/molなので、NH3 0.25 molの体積は、

































と数値も変化する。この規則に従うと、V の単位を mLから Lに変更すれば、V = 10 mL → V =
0.010 Lと変化する。しかし、単位をmLから Lに変更したとしても、10 mL = 0.010 Lであり、量
V の大きさは変化しない。単位を変えても量の大きさが変化しないのは、国際単位系における量の取
り扱いの最も重要な性質である。
さて、たとえば V = 10 mLとして、上式左辺の「V/1000」の項に代入してみる。V/1000 = (10
mL)/1000 = 0.010 mL となる。V /1000 の項に添えられた〔L〕の注釈に従って、単位を Lに変更
すると、0.000010 L となる。本来の V = 10 mL とは異なる、意味不明の量になってしまう。そこ
で、先に V の単位を注釈通りに L に変更することとし、V = 10 mL → V = 0.010 L としてから
「V/1000」に代入してみる。やはり V /1000 = (0.010 L)/1000 = 0.000010 Lとなってしまう。いず
れの場合も、因子 1/1000があるために意味不明な量の大きさの変化が生じてしまう。因子 1/1000を
加えることは明白な誤りであることがわかる。
この誤りはどうして生じたのか。仮に文章中で「体積 V〔mL〕」と表された V が、量としての体積
そのものではなく、量としての体積 V0 を、mLを単位として測った数値部分のみを表していると考え
てみる。すなわち「V0 = V mL」と表されるとする。そうすると、単位を mLから Lに変更すると、
「V0 = V mL → V0 = (V/1000) L」となる。変更後の数値部分 V/1000を使えば、教科書の式と一致
する。
つまり、教科書で「V 〔mL〕」と示された V は、体積という「量」を表す記号ではなく、体積を数
値 × 単位と表したときの数値部分のみを表していることがわかる。そうであれば、「V mL」と表記
すべきだが、教科書では〔 〕を用いて「V 〔mL〕」としている。この〔 〕記法の意味するところは、
前項で述べた注釈用法とは明らかに異なっている。本来、数値 ×単位で表される量を示すはずの記号
V から、単位を「分離」して記号 V を単なる数値パラメータ化するとともに、体積の単位 m3、L、
3
mL、µL などのうちから、特定の単位 mL に「固定」してしまう、という意味で、〔 〕記号の単位分
離・固定用法と呼ぶことにする。



















問 A. (1) 濃度 c〔mol/L〕、体積 v〔L〕の溶液中に含まれる溶質の物質量を求めよ。
　 　 (2) 濃度 0.15 mol/L、体積 0.020 Lの時の溶質の物質量を求めよ。
　
問 B. (1) 濃度 c〔mol/L〕、体積 v〔mL〕の溶液中に含まれる溶質の物質量を求めよ。
　 　 (2) 濃度 0.15 mol/L、体積 20 mLの時の溶質の物質量を求めよ。
問 Aでは、体積の単位 Lが一貫して用いられている。教科書の記述の多くはこのようになってい




問 A. (1) cv
　 　 (2) 物質量 = cv = (0.15 mol/L)×(0.020 L) = 0.0030 mol
　
問 B. (1) cv
(2)物質量 = cv = (0.15 mol/L)× (20 mL) = (0.15× 20)× (mol mL)/L
　　　　 　 = 3.0× (1/1000) mol = 0.0030 mol
4
・〔 〕を単位分離・固定用法と解釈する場合（c、v は数値のみを表すと考える場合）：
問 A. (1) cv mol
　 　 (2) cv = 0.15×0.020 = 0.0030　よって、物質量は 0.0030 mol
　
問 B. (1) (cv/1000) mol
　 　 (2) cv/1000 = (0.15×20)/1000 = 0.0030　よって、物質量は 0.0030 mol
二つの用法のいずれと解釈するかにより、解答過程に二つの違いが生じる。注釈用法と解釈する場
合は、問 A、問 Bの両方に対して全く同じ計算（乗算 c× v および代入）により答えが得られる。単















































V = 331.5 + 0.6 t　 (14)
















V = 331.5 m/s + (0.6 (m/s)/℃) t
となる。このように書くと、教科書の記述では単なる「数値」であった 331.5、0.6 は、単位を伴う








V = 331.5 m/s + (0.61 (m/s)/℃)× (22 ℃)
= 331.5 m/s + (0.61× 22) m/s
= 331.5 m/s + 13.42 m/s
= 344.9 m/s
　　　　 （註. V を小数点以下 1桁まで正しく求めるため、数値 0.6を 0.61に改めた。）
　










　パターン１　モル濃度 c mol/L、体積 V mLの NaCl水溶液中の Na+ の物質量は？　
　　　　　　　（記号 c、V は量ではなく単に数値のみを表す。非 SI記法。）
　
　パターン２　モル濃度 c、体積 V の NaCl水溶液中の Na+ の物質量は？　
　　　　　　　（記号 c、V は量を表す。国際単位系 (SI)の規定に準拠した記法。）
　

























































6.（ ）記号による「V（単位は L）」などの記述において V は量を示し、かつ、（ ）は注釈を示す
ことを、教科書の適切な場所に明示する。
7.（ ）記号で注釈として示す単位は、原則として SI基本単位またはそれらの組立単位に限る。な
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